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都市再生整備計画の目標及び計画期間

市町村名 地区名 面積 193 ha

平成 28 年度　～ 平成 32 年度 平成 28 年度　～ 平成 年度

目標

目標設定の根拠
まちづくりの経緯及び現況

課題

将来ビジョン（中長期）

目標を定量化する指標

単　位 基準年度 目標年度

人/年 26年度 33年度

人/年 26年度 33年度

回/年 26年度 33年度

人/年 26年度 33年度

都道府県名 群馬県 高山村 高山中心地区

計画期間 交付期間 32

大目標　地域資源を活用したむらの中心地づくり
　小目標①　景観を生かした観光拠点の創出と住み続けたくなるむらづくり
　小目標②　農村環境を生かした都市交流事業創出と地域活性化

［現況］
・本村は、群馬県北西部、吾妻郡の東に位置し､沼田市、渋川市、中之条町、みなかみ町に隣接しており、人口は約3,800人、平成35年将来人口では約2,800人と予測されている。
・本地区は村の中央に位置し、人口は、約1,200人と村全体の人口の約1/3が居住しており、村役場、教育施設などの公共施設、医療福祉施設や商業施設が集積しているほか、東西に国道145号線、南北に県道渋川下新田線により交通網が形成され、
交通の要衝を占めている地区である。
・これまで、国民宿舎わらび荘を活用して、都市部からの農業体験や運動施設を利用した合宿（スポーツ、音楽等）等などを誘致してきたが、平成22年に老朽化のため取り壊しとなったため、現在は、小規模な誘致となっている。
・今後は、都市部からの観光だけでなく、移住定住者の増加を目指して、自然及び農業等による村の魅力をアピールすることのできる事業を推進していく。
・また、村民アンケート及び意見公募等により、村民の憩いの場となる公園が１箇所かつ小規模であることから公園若しくはそれに類するものの整備が望まれている。

［まちづくりの経緯］
・平成10年より、村の美しい星空と光環境を維持することを目的とした「高山村の美しい星空を守る光環境条例」を制定している。
・平成23年より、自然と共生しながら形成された山里文化の多彩な景観を保全・継承していくため、景観法に基づく「高山村景観条例」を制定している。
・平成24年より、道の駅整備検討委員会が設置され、平成26年4月より、道の駅「中山盆地」としてオープン。
・平成27年3月に策定した「第５次高山村総合計画」において、本地区を村の拠点施設の形成、教育文化拠点の形成、歴史居住エリア及び医療福祉地区に位置付けている。また、同計画策定の際に実施した策定委員会、審議会、村民アンケート（回収
率 78％）及び意見公募（12件）において、公園若しくはそれに類するものの整備、観光交流の場の整備について意見があがっている。
・平成27年度より、「第５次高山村総合計画」において実施した村民アンケート及び意見公募の内容を受け、緑地広場整備を行うための用地買収を地権者との合意のうえ行っている。
・本地区は平成27年7月に策定した高山村の地域資源を活用した村の中心地づくり基本計画の区域を含んでおり、同計画において、緑地広場の整備、観光交流館整備について示されている。
・村では、高山村道の駅公園等整備計画検討委員会を立ち上げ、公園または緑地広場、観光交流館におけるあり方や整備方針について協議を行っている。

・本地区は、公共施設、医療福祉施設や商業施設の集積している。また、道路骨格、観光資源といった既存インフラ、ストックも集積していることから、これらを有効に活用した効率的なむらづくりが必要である。
・現在は、都市部からの農業体験や合宿（スポーツ、音楽等）等などの誘致が減少していることから、農業体験や合宿（スポーツ、音楽等）等に対して活動しやすい拠点整備が求められている。
・村民アンケートにより、子どもから高齢者の憩いの空間となるような緑地広場が求められている。

・第５次高山村総合計画では、村の拠点施設の形成として位置づけている。ここでは、村民と観光客との交流拠点の場の形成、農山村風景の保全に努めることを位置づけられている。
・高山村の地域資源を活用した村の中心地づくり基本計画では、村の中核となる道の駅「中山盆地」を観光拠点として強化・充実を図り、村民だけでなく村に訪れる人々が増え、交流し、根付くこと目指している。

指　　標 定　　義 目標と指標及び目標値の関連性 従前値 目標値

むらの中心地来客数 観光施設利用客数（地域振興課統計数値） 緑地広場及び観光交流館等の整備により、来客数の増加を図る。 217,000人 300,000人

滞在型都市交流者数
農村体験及び合宿（スポーツ、音楽等）等利用数（地域振

興課統計数値）
都市と農業の交流拠点となる複合施設における観光交流機能の
整備をするとともに都市交流者数の増加を図る。

20人 300人

観光ボランティア案内回数 観光ボランティアガイドの実働回数（地域振興課統計数値）
観光交流センターを整備することにより観光客数の増加と滞在時
間の長期化を目指す。

25回 50回

中心地居住人数 中心地に居住している人数（住民基本台帳数値） 中心地づくりを推進することにより、居住人数増加を目指す。 1,220人 1,220人



都市再生整備計画の整備方針等

計画区域の整備方針

その他

方針に合致する主要な事業

整備方針１（景観を生かした観光拠点の創出と住み続けたくなるむらづくり）
・村民及び観光客の憩いの場を創出するため、村民にとっては子どもからお年寄りまで楽しめる空間であり、観光客にとっては村の自然を感じることので
きる緑地広場を整備する。

【基幹事業】
地域生活基盤施設：（仮称）中山盆地緑地広場整備
【提案事業】
事業活用調査：事後評価調査
【関連事業】
景観条例見直し事業（規制強化）
新田宿活性化事業
花いっぱい推進事業

整備方針２（農村環境を生かした都市交流事業創出と地域活性化）
・観光拠点としての強化を図るため、農業体験や合宿（スポーツ、音楽等）等の誘致による、都市との交流を活性化するための拠点施設を整備する。
・現在の運動広場に雨天でも利用することのできる屋内運動施設を整備する。
・都市との交流人口の増加により、産業の活性化と地域コミュニティの醸成を図る。

【基幹事業】
高次都市施設：（仮称）たかやま観光交流館
【関連事業】
農業体験事業
景観条例見直し事業（規制強化）
新田宿活性化事業
花いっぱい推進事業
観光PR促進事業
宿泊施設整備事業

○高山村道の駅公園等整備計画検討委員会
　道の駅中山盆地を中心とした拠点施設の形成のため、公園または緑地広場、観光交流館におけるあり方や整備方針について協議を行っている。

○直売所運営委員会
　直売所が主催し、出品者と実施する定例会議を行っている。

○村の学校はたけ組
　自らの手で野菜をつくる企画として、月に一度開催している農作業体験プログラムを行っている。

○ガイドボランティア
　山岳ガイド、たかやまウォーク、ナイトウォーク等の各種イベントを実施している。

○花いっぱい運動
　村内のボランティア団体等により、日本ロマンチック街道（国道145号線）や旧三国街道（主要地方道渋川下新田線）において、花植え等を行っている。



様式３　目標を達成するために必要な交付対象事業等に関する事項

（金額の単位は百万円）
基幹事業

（参考）全体 交付期間内 交付対象 費用便益比
開始年度 終了年度 開始年度 終了年度 事業費 事業費 うち官負担分 うち民負担分 事業費 Ｂ／Ｃ

道路

道路

道路

道路

公園

古都保存・緑地保全等事業

河川

下水道

駐車場有効利用システム

地域生活基盤施設 高山村 直 15,600㎡ 27 29 28 29 210 165 165 165

高質空間形成施設

高次都市施設 高山村 直 4,300㎡ 30 32 30 32 312 312 312 312

中心拠点誘導施設

生活拠点誘導施設

高齢者交流拠点誘導施設

既存建造物活用事業（高次都市施設）

土地区画整理事業

市街地再開発事業

住宅街区整備事業

バリアフリー環境整備事業

優良建築物等整備事業

拠点開発型

沿道等整備型

密集住宅市街地整備型

耐震改修促進型

街なみ環境整備事業

住宅地区改良事業等

都心共同住宅供給事業

公営住宅等整備

都市再生住宅等整備

防災街区整備事業

合計 522 477 477 0 477 …A

提案事業（継続地区の場合のみ記載）

（参考）全体 交付期間内 交付対象
開始年度 終了年度 開始年度 終了年度 事業費 事業費 うち官負担分 うち民負担分 事業費

高山村 直 － 32 32 32 32 2 2 2 2

合計 2 2 2 0 2 …B

合計(A+B) 479
（参考）関連事業

直轄 補助 地方単独 民間 開始年度 終了年度
高山村 ○ 28 32 2

高山村 ○ 28 28 0

高山村 ○ 28 32 2

高山村 ○ 28 32 12

高山村 ○ 28 32 5

高山村 ○ 30 32 313

合計 334

交付対象事業費 479 交付限度額 191.6 国費率 0.4

事業 事業箇所名 事業主体 直／間 規模
（参考）事業期間 交付期間内事業期間

細項目

高山ふれあいパーク

（仮称）たかやま観光交流館

連携生活拠点誘導施設

住宅市街地
総合整備
事業

規模事業 事業箇所名 事業主体 直／間
（参考）事業期間 交付期間内事業期間

細項目

地域創造
支援事業

規模

事業活用調
査

事後評価調査 －

まちづくり活
動推進事業

新田宿活性化事業

事業 事業箇所名 事業主体 所管省庁名

宿泊施設整備事業 高山村中山地区

（いずれかに○） 事業期間
全体事業費

農業体験事業 高山村中山地区

景観条例見直し事業（規制強化） －

旧三国街道新田宿

花いっぱい推進事業 －

観光PR促進事業 －

統合したB／Cを記入してください



都市再生整備計画の区域

高山中心地区（群馬県高山村） 面積 193 ha 区域 大字中山

※　計画区域が分かるような図面を添付すること。

 計画区域

 国道

 県道

 公共・学校施設

 医療・福祉施設

 文化財・観光施設等

 団地

 宿場跡

 祭り

 バス停（福祉バス）

凡　例

高山中学校

高山小学校

高山村役場
道の駅「中山盆地」

新
田
宿

本
宿

いぶき会館

高山村民体育館

高山保育園

保健福祉センター

いぶき公園

高山幼稚園 学校給食センター

中山診療所

介護老人保健施設
りんどうの里

交流センターなごみ

田んぼアート



むらの中心地来客数 （人／年） 217,000　人 （　26年度） → 300,000　人 （　33年度）

滞在型都市交流者数 （人／年） 20　 人 （　26年度） → 300　 人 （　33年度）

観光ボランティア案内回数 （回／年） 25　 回 （　26年度） → 50 　回 （　33年度）

中心地居住人数 （人／年） 1,220　人 （　26年度） → 1,220　人 （　33年度）

　高山中心地区（群馬県高山村）　整備方針概要図

目標

大目標　　 地域資源を活用したむらの中心地づくり

小目標①　景観を生かした観光拠点の創出と住み続けたくなるむらづくり

小目標②　農村環境を生かした都市交流事業創出と地域活性化

代表的な

指標

 計画区域

 国道

 県道

 公共・学校施設

 医療・福祉施設

 文化財・観光施設等

 団地

 宿場跡

 祭り

 バス停（福祉バス）

凡　例

□事業効果分析調査

事業活用調査

■基幹事業

高次都市施設：観光交流センター

（仮称）たかやま観光交流館

■基幹事業

地域生活基盤施設：緑地

（仮称）中山盆地緑地広場整備

○関連事業

農業体験事業

○関連事業

景観条例見直し(規制強化)

○関連事業

新田宿活性化事業

○関連事業

花いっぱい推進事業

○関連事業

観光PR促進事業

基幹事業

提案事業

関連事業

凡 例

○関連事業

宿泊施設整備事業


整備方針概要図

		

				　高山中心地区（群馬県高山村）　整備方針概要図 コウザンチュウシンチクグンマケンタカヤマムラセイビホウシンガイヨウズ

				目標 モクヒョウ		大目標　　 地域資源を活用したむらの中心地づくり
小目標①　景観を生かした観光拠点の創出と住み続けたくなるむらづくり
小目標②　農村環境を生かした都市交流事業創出と地域活性化 ダイモクヒョウショウモクヒョウケイカン		代表的な指標 ダイヒョウテキシヒョウ		むらの中心地来客数		（人／年）		217,000　人		（　26年度） ネンド		→		300,000　人		（　33年度） ネンド

										滞在型都市交流者数		（人／年）		20　 人		（　26年度） ネンド		→		300　 人		（　33年度） ネンド

										観光ボランティア案内回数		（回／年）		25　 回		（　26年度） ネンド		→		50 　回		（　33年度） ネンド

										中心地居住人数		（人／年） ニン		1,220　人		（　26年度） ネンド		→		1,220　人		（　33年度） ネンド



【図面作成上の留意点】

・下図は白図を使用し、縮尺は1/10,000～1/25,000を基本とし、適宜調整すること。スケールバー・方位を記入すること。
・都市再生整備計画の区域を赤太線縁取りすること。
・計画に位置付けられた事業について、その位置がわかるように旗揚げし、事業名等を明記すること。関連事業についても旗揚げし、関連事業であることがわかるように記載すること。各事業は以下のように標記すること。
■期間事業、　□提案事業、　○関連事業

・高速道、幹線道、鉄道等の都市の骨格を成す施設及び計画の内容に影響を与える主要な施設を明記すること。
・その他必要な事項を記載するときは、必ず凡例を記入すること。
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